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一、私たちは危険予知活動と指差し呼称を徹底します。
一、私たちは指示・作業手順を厳守します。
一、私たちは報告・連絡・相談を徹底します。

VOL.31 Spring 2024 SK安全の取り組み

認識差異は事故のサイン
「誰が」「何を」「どのように」

差異をなくして 無災害

自己管理と作業の指導・監督
１. 自主的ＫＹＫの実施
２. 作業開始前の安全確認
３. 作業中の指導・監督の実施

2023年度安全標語第1位

4月度安全衛生月間目標

NSK安全宣言
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VOL.31 Spring 2024 NSK安全の取り組み

E v e n t  S c h e d u l e
イベント 4月 5月 6月

安全衛生委員会開催 4月25日 5月30日 6月27日

安全衛生教育 随時開催

安全大会 オンライン
にて開催

施工パートナー安全衛生協議会 4月9日

安全パトロール 随時開催



NSK安全のための３つの取り組み

ＮＳＫ株式会社
〒102-0074
東京都千代田区九段南2-3-1 青葉第一ビル
https://www.nsk-net.co.jp/
安全の取り組みバックナンバーはこちら
https://www.nsk-net.co.jp/safety/

ホームページ

安全の取り組み

弊社では災害予防措置の一環として、各部門から現場で発生したヒヤリハットを
報告させ、安全品質管理室で取り纏めて集計・分析を行い、全社員に共有しており
ます。共有されたヒヤリハットをもとに各部門で安全協議会や現場でのTBM/KYで
再発防止対策や予防措置に活用しております。
2023年度は全国から436件のヒヤリハット報告がありました。分析の結果、ヒヤリ
ハットが最も多い災害予測は“怪我”（150件）でした。例年“怪我”を予測するヒヤリ
ハットが多いですが、今回はバランスを崩して脚立から転落しそうになった、躓い
て転倒しそうになった等のヒヤリハット報告が挙がっています。

03 対策 ヒヤリハット分析

このような分析情報を施工パートナー様
にも展開・共有し、重大な事故・障害が
発生しないように活動を行っています。

-安全協議会- 大阪営業所02 活動
大阪営業所の活動・取り組みについてご紹介いたします。

大阪営業所では脚立の適正使用について施工パートナー作業員の方々全員へ周知徹底
するために、注意喚起のプレートを脚立に取り付け、脚立を利用される作業員全員の
目に留まる対策を実施しております。
TBM/KY時の言葉での啓蒙だけではなく、可視化することにより作業時に確認するこ
とができ、適正に使用できます。

脚立の適正使用
 開き止めをする。平地で使用する。
 荷物を持たずに昇降
 天板作業 禁止
 またぎ作業 禁止
 身体を乗り出さない
 開き止め全開 確認
 仮置きは床置き又は全開

STOP！墜落・転落災害～合言葉は『1mは一命取る』運動～

脚立への注意喚起プレートの掲示

01 活動 -NSK施工パートナー安全衛生協議会-
今回はＮＳＫ施工パートナー安全衛生協議会（通称施工パートナー会)の活動をご

紹介します。弊社では東京地区と大阪地区に施工パートナー会を設立し、安全及び品
質向上を目指して活動をしております。
本年度は東京地区11社、大阪地区6社の施工パートナー様と各地区の弊社社員の総勢
32名で構成しております。
1月度は年初のキックオフ会議として、オンラインによる東西合同の会議を開催いた
しました。本年度は両地区ともに会長、副会長が交代となり新体制での活動開始とな
ります。
東京地区では安全パトロールの実施、有効的なKY（危険予知）ミーティングの実施、
施工パートナー会主催の勉強会の開催などを、大阪地区ではヒヤリハットを用いての
検討会の開催、脚立の適正使用の徹底、勉強会や研修会の開催などを計画しておりま
す。
建設業界は全産業の中でも高齢化が著しく、また本年4月からは残業上限規制が適用
されるなど、決して楽観できる状態ではありませんが、施工パートナーの皆様と弊社
社員が一丸となり、更なる安全及び品質向上を目指してまいります。

大阪地区

東京地区

『ライフ・ワーク・バランスEXPO東京2024』に出展！
この度、2024年2月8日(木) 10:00～18:00 東京国際フォーラムホールE1 にて、

東京都主催のイベント『ライフ・ワーク・バランスEXPO 東京2024』が開催され、
弊社の健康増進に関する取り組みについて、展示･紹介されました。
（オンライン展示は、2月16日(金) ～ 3月7日(木)開催）

本イベントは東京都が推進するライフ・ワーク・バランスの普及・啓発を目的と
しており、ライフ・ワーク・バランスの実現をより一層効果的に促進するため、
先進企業の取り組み内容や、効果的な支援ツール等について、具体的かつ実践的な
事例を展示・紹介する総合展となっております。

今後もより一層社員の心と身体の健康維持・増進に取り組み、健康経営を推進して
まいります。
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